
○金吉川流域地区における危険斜面の抽出手法

○スクリーニングにより決定したレベルごとの対応

Ｅ 11

対応レベル判定

スクリーニング判定と対応レベル
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レベルごとの対応

調査記録の作成および住民による監視

崩壊リスクイベント後の監視および地域住民による監視

経過観察・継続調査および崩壊発生リスクイベント後の監視

4次スクリーニング（詳細調査）の実施

※崩壊リスクイベント…地震や集中豪雨といった崩壊発生のリスクを高める自然現象等

10 調査記録の作成および通常の管理

11 通常の管理
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5～8

2～4

1

レベル

START

細密地形図による地形判読

保全対象(建物)の有無(資料調査)

指標地形あり

レベル11(E判定)

指標地形なし

保全対象なし

現地踏査

1次スクリーニング ✓机上抽出
○4点/㎡以上のＬＰデータ等による細密地形
図や傾斜区分図，航空写真等を使用

○指標地形に着目し複数人で抽出

○抽出は尾根や谷で挟まれた斜面単位とす

るが，保全対象がある場合は小規模なもの

も抽出する
保全対象あり

✓現地踏査による判定
※現地踏査で以下について確認

①指標地形の有意性

②湧水（流量，pH，EC，湧出源，位置）
③地表現象（崩壊，落石，植生異常等）

④保全対象（民家，施設，立地可能性）

1次・2次スクリーニング

調査結果の評価 ○地形判読，現地調査の結果を総合的に判

断し3次スクリーニングを実施

2次スクリーニング

レベル10(D判定)

レベル9(C判定)

✓居住実態なし

✓地形・現象の有意性無等

✓地形・現象の有意性有

3次スクリーニング
①湧水の水質分析

②湧水部周辺の土質分析

✓無降雨崩壊発生の可能性の判定
①水質分析

・スメクタイトの生成環境の評価

・風化の進行度の評価

②土質分析（Ｘ線回折試験）

・スメクタイトの生成状況の評価

「
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因
的
要
素
」
に
関
す
る
評
価

3次スクリーニング

分析結果の評価

○2次スクリーニングの現地調査で確認された
湧水箇所の試料を採取

○試料採取は湧水評価における『重要指標項

目』に該当する箇所を優先

・通常対応

・調査記録の作成

・調査記録の作成

・住民による監視

A-C，B-C

A-D，B-D
（レベル5～8）

✓地形的条件は有意性が高いが

土質・水質的要因の有意性有

・調査記録の作成

・崩壊リスクイベント後の監視

・住民による監視

B-A，A-B

B-B，(B)
（レベル2～4）

✓地形的条件は有意性が高く

土質・水質的要因の有意性

もやや高

・調査記録の作成

・継続調査の実施

・崩壊リスクイベント後の監視

・住民による監視

「
誘
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的
要
素
」
関
す
る
評
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4次スクリーニング

4次スクリーニング

実施優先度の検討 ✓詳細調査実施のためのレベル判定
○2次スクリーニングの判定（Ａ～Ｂ）と3次スク
リーニング（Ａ～Ｄ）の結果を考慮

○3次スクリーニングの結果を重視

継続調査において崩壊の危険性の増大を確認

4次スクリーニング

（詳細調査）の実施

✓崩壊（地すべり）機構調査
①ボーリング調査…地質構造の把握
②土質調査…スメクタイトの確認
③地下水調査…深層地下水の有無，
④物理探査…地質構造・地中地形の把握
⑤地盤特性検討，機構解析

…崩壊（地すべり）発生機構の推定 等崩壊（地すべり）発生リスクの最終評価

Ａ-A（レベル1）

✓地形的条件，土質・水質的

要因の有意性ともに高

リスク 高リスク 低

・追加調査の実施

・観測体制の構築（中長期モニタリング）

・安定解析の実施

・対策工法の検討，設計，施工

・観測体制の構築（中長期モニタリング）

・崩壊リスクイベント後の監視

・警戒避難体制の構築

崩
壊
（
地
す
べ
り
）
の
リ
ス
ク
の
評
価

Ａ，Ｂ

✓保全対象が1戸以上ある

✓地形・現象の有意性やや高～高

✓湧水の枯渇等により

分析不実施の場合

Ａ - A
2次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ結果3次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ結果(斜体)

判定の表記方法(例)


